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もドイツ語を揶揄した著作「The Awful German Language」（ひどい / 恐ろしいドイツ語）の中で、不変化
詞動詞がいとも不可思議な言語形式であることを強調している。ドイツ語に特徴的な文法形式であるだけに、
ドイツ本国をはじめ数多くの先行研究があり、いまだ未解決な部分の多い挑戦的なテーマである。
　和田資康氏はこの挑戦的なテーマに挑んだ。考察対象は主に前綴り vor-（「前」「前方」を表わす形態素）
を伴う不変化詞動詞である。氏の博士論文の特徴は次のようにまとめられる。
（１）不変化詞動詞が「語 word」であるか、それとも「句 phrase」であるかという理論的な統語論的問題
に先行研究を踏まえて取り組み、自らの仮説を提示した。これは不変化詞が「語」と「句」の中間的なカテ
ゴリーを形成しているという主張である。
（２）不変化詞動詞はあまねく多義であるが、それらが従来の研究でどのように分類されてきたかを綿密に
調査し、またそれらを包括的に捉え直し、自らの分類を提示した。
（３）不変化詞動詞の使用を語彙レベルではなく、構文レベルで捉える重要性を述べ、構文ネットワークの
構築を試みた。これには、移動に関する構文、身体の位置変化に関する構文、対象との近接を表わす構文
などのグループから言語的な伝達に関する構文、認定・確認を示す構文、認知的関連づけを示す構文にいた
るまで、多岐にわたる構文の意味用法をイメージスキーマ（文意味の設計図）として詳細に整理・分析した。
また、それら諸構文のイメージスキーマが相互に関連して体系的なネットワークを形成していることを示し
た。
（４）不変化詞動詞が言語外知識を取り込んでそれぞれの意味用法を顕現させていることを示唆し、その解
明を新たな課題として提示した。また、対照言語学的観点から、日本語の複合動詞との比較のもたらす知見
についても言及した。
　和田資康氏の博士論文の独創性と学術的価値は次の点にある。
（１）構文のイメージスキーマのネットワークをコーパスなどを援用して膨大な言語資料に基づいて実証的
に提示したこと。
（２）一つの言語形式がもつ統語的用法・意味的用法が本来複層的に乗り入れており、裁断できない領域が
あること示したこと。それゆえ、分類のための分類に終始する「タコツボ的研究」に警鐘を鳴らし、開放系
としての言語研究の一例を示したこと。
（３）開放系としての言語研究が、人間のもつ身体性、外界知識の取り込み、そしてつまるところ認知の在
り方を視野に入れたそれであるべきことを示唆したこと。
である。
　和田資康氏の博士論文は前綴り vor- を伴う動詞を中心とした研究であるが、従来、この前綴りに特化し
た研究はなく、今後その分野の研究の一里塚となることは間違いない。和田氏の論文は、ドイツ語という個
別言語におけるミクロ的な言語単位 vor- を理論的・実証的に追求するこでで、それがいかように人間の言
語の仕組みの解明に寄与しうるか、そしてドイツ語学のみならず、対照言語学、一般言語学、さらには認知
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科学といったマクロ的な研究への広がりをもてることを示した格好の例として高く評価できるものである。
とはいえ、和田氏の論文に問題点が無いわけではない。一部、文例の扱いが大雑把で、その文法性の判断が
不正確であること、また、構文のイメージスキーマの設定がところどころ恣意的になされており、一般妥当
性を欠くことなどが挙げられる。しかし、それらは本論文の本質的な価値を損なうものではない。
　口頭試問は2018年２月14日に行われ、和田氏は審査員の質問に的確に答えるとともに、本論文を踏まえた
今後の研究計画についても展望を述べた。
　以上、審査の結果、和田資康氏の論文は博士（言語学）の学位授与に十分に値するものとして評価する次
第である。
